
～その人らしく生きるお手伝い～ 食べる力は生きる力

口から食べるための取り組み 院内教育

あなたの思い出の食事は何ですか？

子どもの頃に好きだったもの…、人生最期の時に食べたいもの…

病気になると食べることが難しくなることがあります

大野浦病院では一口でも口から味わう、食べることを大切にしています

食べやすく飲み込みやすいお寿司
シャリもネタもゲル化剤で固め
噛みやすく、飲み込みやすく

口づくり

・味わうためのきれいな口

・噛むための義歯

・口腔ケアは必ず毎食後に実施

身体づくり

・ベッドから離れた活動

・座る練習

・栄養管理

・食事の時間には食堂へ移動

環境づくり

・食べやすい姿勢づくり

・美味しい食事の提供

食支援マスター

院内認定制度：マスター21名

看護師、介護士、リハビリスタッフ、

歯科衛生士が活動しています。

楽しく、美味しく味わえる特別な時

間づくりをサポートしています。

美味しい食事の提供
月2回の行事食やお楽しみ食

POTT用バスタオルUIクッション多機能
車いす用テーブル

現場や研修で活用しています



POTT（ぽっと）プログラム

POTT道場

POTTとは、ポジショニングで（PO）食べるよろこびを（T）伝える（T）プログラム。

食べる喜びは人々の大きな願い。

よい食事姿勢は、自分で食べる可能性を拡げ、誤嚥を防ぎ、安全安楽に食べることが可能になります。

大野浦病院では、POTTを積極的に取り入れ学んでいます。2022年10月に全国で初のPOTT道場を開催。

2023年度2期生の研修が終了しました。

第1回 ベッド上のスキルチェック 基礎編

第2回 車椅子のスキルチェック 基礎編

第3回 ベッド上のポジショニング 事例検討

第4回 車椅子のポジショニング 事例検討

研修目的
①正確なポジショニング技術を学びあう
②事例検討により的確な評価ができ食事時のポジショニングに繋げる
③職場や地域で技術伝承ができる指導力を向上させる

週刊医学界新聞 第 3530 号

１つ１つのポジショニングに

根拠があり、理解した上で

スタッフへ伝承していきます！

クッションが少ない中でも

バスタオルなどを利用して

色々なポジショニングが学

べた。現場で実践！

対象者に合わせた端巻き

タオルの巻き方を学ぶ。

少しの姿勢の違いで水の

飲みやすさが違う！

まずは患者体験。ギャッジ

アップ・ダウンの際の体の

ズレが予想以上。背抜き

の効果に感激！

POTTプログラム
ホームページ

お問い合わせ：大野浦病院地域連携室 0829-54-2986
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